
-238- 人工呼吸:8巻2号

一一人工呼吸関連機器:ユーザーレポート

pneuPAC の使用経験

救急外来に搬送される患者の中には、直ちに挿管 卜レッチャーによる移動中に患者の足許などに置く

し人口呼吸を必要とする重症例も多い。この様な ことが出来る。更に患者側のパルプに磁力の影響を

患者は急を要する救命処置の後に、 診断のための検 受けにくい金属を使用しているため、 MRIの検査

査が必要となる。その検査とは主にレ線単純鍛影、 中にも使用可能である。通常は100%酸素で作動

CT、超音波検査が多く、時にMRIである。これ させFiO，も1.0であるが、オプションの切替えパ

ら諸検査装置を救急外来周辺に備えている施設は殆 ルブを併用することにより FiO，を 0.45と1.0を選ぶ

どなく、各々の検査のために患者を移動させなけれ 事が出来る。 また圧持空気で作動させることにより

ばならない。この移動中の呼吸補助として一般的に FiO，を0.21として使用することもできる。

はアンビューバッグが使用されることが多い。しか 使用に際し、自発呼吸の強い思者ではfighting

しアンビューバッグはFiO，を十分に上げる事が困難 を生じやすく、時には鎮静剤の投与等が必要とな

なので重症の呼吸不全の怠者には使う事が出来な る事がある。また患者の分泌物で一方弁が作動し

い。また CTやMRIの検査中には他の人工呼吸器 にくくなることもあるが、とれは簡単な洗浄で回復

を使わなければならない等の欠点がある。 する。

われわれの施設では患者移送に自動プログラムレ われわれはpneuPACを病院内の患者移送のほか、

サシテータ-pneuPACを用い、医師や看護婦から スペースの限られたドクターカーやヘリコプターに

非常に使いやすいとの評価を得ている。この小型 よる患者織送にも用いている。これまで院内移送は

の人工呼吸器は換気量に応じた呼吸回数と I/E 比 もとよりヘリコプターでの 4時間を越える連続使用

とがあらかじめプログラムされているので、 1回 も含め、患者および装置に問題を生じたことはな

換気量の設定だけでただちに使用する事が可能であ く、 pneuPACは使いやすく信頼性の高い人工呼吸

る。また気道内圧が40cmH，Oで作動するアラーム付 器である。

き安全弁を内蔵している。大きさが60x90x180側、

重さも 1.3kg と非常に軽量コンパクトなもので、ス 望隷三方原病院救急部中村義博
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ツマミひとつでコントロール

自動プログラム・ベンチレーター/レサシテーター:ニューパック
ro・.)

.~pneu PACは、タイム ・サイクル、ボリュ ムタイプの

パワフルな自動プログラム・レサンテーター/ベンチレ ータ

です。

・ニューパック には、 1回換気量/呼吸回数/1E比の平均
的な組合せをプログラムしであります。コント ロ ルは、小

児から成人まで11J広い内臓プログラムをこのツ7 ミひとつで

コントロールできます。
(0・.0

. 、~pneu PACのコントロールユニ y トには、麻酔用ベンチ

レーターとして高い評価を得ているナフィールド200と同じ
流体素子を採用。同古f更に耐えます。

・ニュ-"'，ック でコアキシャノレ回路や半閉鎖国路をドライブ

すれば、世 界最小のボリュームタイプ麻酔用ベンチレーター

にな ります。
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